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研
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7し

昭
和
四
六
年
二
月
に
出
生
し
た
極
小
未
熟
児
の
保
育
管
理
を
担
当
し
た

産
婦
人
科
医
に
光
凝
固
法
を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提
と
し
た
眼
底
検
査
を

依
頼
す
る
義
務
が
な
い
と
さ
れ
た
事
例

民
法
四
一
五
条
・
七
O
九
条

最
高
裁
昭
和
六
三
年
三
月
ご
二
日
第
一
小
法
廷
判
決
(
昭
和
五
七
同
一

三
四
五
号
・
一
三
四
六
号
、
損
害
賠
償
請
求
事
件
)
判
時
一
二
九
六
号

四
六
頁
、
判
タ
六
八
六
号
一
四
四
頁
ほ
か
(
民
集
未
登
載
)

水

野

謙

〔
事
実
〕
一

ω

v

h

は
昭
和
四
六
年
二
月
四
日
、

Y
総
合
病
院
産
婦

人
科
に
お
い
て
双
胎
児
の
第
一
子
と
し
て
出
生
し
た
極
小
未
熟
児
(
在
胎
週

数
二
九
週
・
生
下
時
体
重
二
ニ

0
0グ
ラ
ム
)
で
あ
る
。

ω
産
婦
人
科
医

A
は
出
生
直
後
か
ら
v
h
を
保
育
器
に
収
容
し
二
月
一
一
一
日
ま
で
酸
素
を
投

与
し
た
(
最
大
濃
度
四
O
パ
ー
セ
ン
ト
強
、
以
後
漸
減
)
。
な
お
双
胎
児
の
第
二

子
は
出
生
の
翌
日
に
死
亡
し
て
い
る
。
ま
た
丸
の
母
親

L
は
未
熟
児
網
膜

症
(
以
下
本
症
と
い
う
)
に
よ
る
失
明
の
危
険
を
恐
れ
、
出
生
の
四
、
五
日

後
に

A
医
師
に
対
し
大
き
い
病
院
へ
転
院
を
依
頼
し
た
が
、

A
医
師
は
悪

い
よ
う
に
し
な
い
か
ら
病
院
に
任
せ
る
よ
う
に
、
と
答
え
た
。

ω
Y 
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病
院
は
昭
和
四
五
年
頃
か
ら
、
未
熟
児
を
保
育
器
か
ら
取
り
出
し
た
段
階

で
眼
科
に
依
頼
し
、
眼
科
外
来
診
察
室
で
反
射
鏡
と
電
気
ス
タ
ン
ド
を
使

用
し
て
眼
底
検
査
を
行
う
慣
行
が
あ
っ
た
。
眼
底
検
査
を
実
施
で
き
る
医

師
は
非
常
勤
嘱
託
医
で
毎
週
木
曜
日
に
来
院
す
る
眼
科
医
B
だ
け
で
あ
っ

た

。

川

A
医
師
は
四
月
二
八
日
に
v
h
を
保
育
器
か
ら
出
し
眼
底
検
査

を
依
頼
し
た
が
、
翌
二
九
日
が
祭
日
で
あ
っ
た
た
め
に
眼
底
検
査
は
五
月

六
日
に
行
わ
れ
た
。

B
医
師
は
、
①
v
h
は
本
症
に
擢
息
し
て
お
り
、
②
右

限
が
オ

1
エ
ン
ス
活
動
期
の
第
四
期
の
初
め
、
③
左
限
が
第
三
期
か
ら
第

四
期
へ
の
過
渡
期
と
診
断
し
、

A
医
師
に
対
し
て
直
ち
に
光
凝
固
手
術
を

受
け
さ
せ
る
よ
う
指
示
し
た
。
同
そ
こ
で
A
医
師
は
v
h
の
両
親
V

旬、

v
h
に
名
鉄
病
院
を
紹
介
し
、

L
は
五
月
八
日
に
同
病
院
の
眼
科
で
眼
底
検

査
を
受
け
た
が
診
断
結
果
は
B
医
師
の
所
見
と
ほ
ぼ
同
様
で
あ
っ
た
。

v
h

は
五
月
一
四
日
同
病
院
で
光
凝
固
手
術
を
受
け
た
が
奏
功
せ
ず
、
両
眼
と

も
に
失
明
す
る
に
至
っ
た
。
そ
こ
で

X
ら
は
眼
底
検
査
の
遅
滞
等
を
理
由

に、

Y
に
対
し
損
害
賠
償
を
請
求
し
た
。
な
お
、

v
h
の
擢
患
し
た
本
症
が

I
型、

H
型
、
混
合
型
の
い
ず
れ
に
属
し
て
い
た
か
は
明
ら
か
で
は
な
い
。

ニ

ω
光
凝
固
法
は
現
状
に
お
い
て
は
本
症
の
治
療
法
と
し
て
有
効
と

認
め
ら
れ
る
が
、
本
件
当
時
は
光
凝
固
法
に
つ
い
て
一
部
の
先
駆
的
研
究

者
に
よ
る
実
施
例
の
報
告
は
あ
っ
た
も
の
の
、
他
の
医
師
の
追
試
結
果
は

文
献
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
一
般
の
産
科
医
は
も
ち
ろ
ん
、

眼
科
医
の
問
で
も
光
凝
固
法
の
存
在
お
よ
び
有
効
性
を
認
識
し
て
い
な
い

者
が
多
か
っ
た
。

ω
も
っ
と
も
Y
病
院
の
存
し
た
名
古
屋
地
区
で
は
、

名
鉄
病
院
が
昭
和
四
四
年
頃
か
ら
、
名
大
病
院
が
四
五
年
頃
か
ら
、
外
に

も
杉
田
眼
科
医
院
が
本
件
当
時
既
に
光
凝
固
法
の
追
試
な
い
し
治
療
を
行
っ

て
い
た
。
特
に

L
を
手
術
し
た
名
鉄
病
院
の
田
辺
医
師
は
昭
和
四
四
年
頃

か
ら
追
試
を
行
い
、
四
六
年
初
め
に
は
光
凝
固
法
の
有
効
性
を
確
信
し
て

い
た
。

ω
ま
た

Y
病
院
の
嘱
託
眼
科
医
B
は
名
古
屋
大
学
に
勤
務
し

て
お
り
、
本
件
当
時
既
に
光
凝
固
法
の
実
施
経
験
が
あ
り
、
そ
の
有
効
性

を
信
じ
て
い
た
。
凶
さ
ら
に
産
婦
人
科
医
A
は
名
古
屋
大
学
出
身
で
、

本
件
当
時
一
般
産
科
医
の
平
均
的
知
見
を
は
る
か
に
上
回
る
次
の
よ
う
な

知
見
を
有
し
て
い
た
。
す
な
わ
ち
、
①
本
症
の
存
在
と
内
容
、
②
本
症
の

発
生
原
因
と
予
防
方
法
、
③
本
症
の
治
療
法
と
し
て
ス
テ
ロ
イ
ド
療
法
と

光
凝
固
法
と
が
あ
る
こ
と
、
④
光
凝
固
法
は
適
期
に
実
施
す
れ
ば
本
症
の

進
行
を
阻
止
す
る
効
力
を
有
す
る
こ
と
、
⑤
適
切
な
治
療
を
行
う
た
め
に

は
可
及
的
早
期
(
生
後
二
、
三
週
間
目
)
に
眼
底
検
査
を
実
施
す
る
の
が
唯

一
の
方
法
で
あ
る
こ
と
、
以
上
の
事
実
を
す
べ
て
知
っ
て
い
た
。
も
っ
と

も
A
医
師
は
医
師
免
許
取
得
後
三
年
余
り
の
産
婦
人
科
医
で
、
こ
れ
ま
で

本
症
に
権
患
し
た
未
熟
児
を
扱
っ
た
経
験
は
な
か
っ
た
。

三

ω
第
一
審
判
決
(
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
六
月
二
五
日
判
時
九
九

三
号
七
九
頁
)
は
、

A
医
師
の
酸
素
投
与
は
医
学
上
の
定
説
に
従
っ
た
も
の

北法42(1・344)344
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で
過
失
は
な
い
、
ま
た
光
凝
固
法
を
前
提
と
し
た
定
期
的
眼
底
検
査
が
全

国
的
に
定
着
し
た
の
は
昭
和
四
七
、
八
年
以
降
で
あ
り
、

Y
病
院
も
定
期

的
眼
底
検
査
を
実
施
し
得
る
態
勢
に
は
な
か
っ
た
な
ど
と
し
て
、
未
熟
児

を
保
育
器
か
ら
取
り
出
す
こ
と
が
可
能
と
な
っ
た
時
点
で
眼
底
検
査
を
実

施
す
る

Y
病
院
の
慣
行
は
、
当
時
の
医
療
水
準
を
下
回
ら
な
い
、
と
し
た
。

そ
の
上
で

A
医
師
が
出
生
後
八
四
日
目
の
四
月
二
八
日
に
v
h
を
保
育
器
か

ら
取
り
出
し
眼
底
検
査
を
依
頼
し
た
点
に
つ
い
て
、
①
v
h
は
四
月
中
は
強

度
の
貧
血
状
態
が
続
い
た
た
め
抵
抗
力
が
極
め
て
弱
く
、
保
育
器
か
ら
取

り
出
す
と
細
菌
感
染
等
の
お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
、
②
双
胎
児
の
第
二
子

が
既
に
死
亡
し
て
い
た
こ
と
、
③
A
医
師
は
眼
底
検
査
の
早
期
実
施
の
必

要
性
を
認
識
し
て
い
た
が
、
光
凝
固
手
術
の
適
期
に
つ
い
て
の
認
識
は
な

か
っ
た
こ
と
な
ど
に
照
ら
し
、

A
医
師
の
措
置
は
裁
量
の
範
囲
内
に
あ
り

過
失
は
な
い
と
し
た
。
そ
の
他
、

Y
病
院
の
医
師
の
配
置
等
に
も
問
題
は

な
い
と
し
て
請
求
を
棄
却
し
た
。

X
ら
が
控
訴
。

ω
原
審
判
決
(
名
古
屋
高
判
昭
和
五
七
年
九
月
二
九
日
判
時
一

O
五
七

号
三
四
頁
)
も
、
酸
素
投
与
及
び
定
期
的
眼
底
検
査
に
関
す
る
過
失
判
断
に

つ
い
て
は
第
一
審
判
決
を
支
持
し
た
が
、

A
医
師
が
眼
底
検
査
を
四
月
二

八
日
に
依
頼
し
た
点
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
判
示
し
た
。
ま
ず
、
医

師
は
自
己
の
専
門
分
野
な
い
し
そ
の
隣
接
分
野
に
お
け
る
医
療
水
準
に
従
っ

て
医
療
行
為
を
実
施
す
る
義
務
を
負
う
、
と
し
た
上
で
、
寸
お
よ
そ
医
師

た
る
者
は
人
の
生
命
及
び
健
康
を
管
理
す
る
上
で
最
善
の
注
意
義
務
を
尽

す
こ
と
が
要
求
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
か
ら
」
「
具
体
的
事
案
に
お
い
て

医
師
が
当
時
の
医
療
水
準
を
超
え
る
知
識
を
身
に
つ
け
て
い
た
場
合
に
は
、

当
該
医
師
の
知
識
に
基
づ
く
医
療
水
準
を
基
準
に
し
て
過
失
の
有
無
が
検

討
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
L

と
し
、
さ
ら
に
当
該
医
師
の
置
か
れ
た
社

会
的
・
地
理
的
そ
の
他
の
環
境
等
を
考
慮
し
て
具
体
的
に
過
失
を
判
断
す

べ
き
で
あ
る
と
し
た
。
そ
の
上
で
、
①
A
医
師
は
前
記
(
ニ

ω参
照
)
の
知

見
を
有
し
て
お
り
、
②
ま
た
A
医
師
は
v
h
の
貧
血
状
態
が
好
転
し
な
い
こ

と
を
あ
ま
り
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
が
窺
わ
れ

(
v
h
を
保
育
器
か
ら
取

り
出
し
た
時
点
で
も
v
h
の
貧
血
状
態
は
好
転
し
て
い
な
か
っ
た
て
③
さ
ら
に
眼

底
検
査
に
要
す
る
時
間
は
約
一

O
分
に
す
ぎ
ず
、
④
ま
た
v
h
は
細
菌
感
染

に
対
し
あ
る
程
度
抵
抗
力
を
有
し
て
い
た
こ
と
が
窺
え
る

(
v
h
の
保
育
器
は

空
気
清
浄
装
置
の
な
い
場
所
に
置
か
れ
て
い
た
)
と
し
、
以
上
の
点
を
考
慮
す

れ
ば

A
医
師
は
遅
く
と
も
四
月
一
一
一
一
日
に
眼
底
検
査
を
依
頼
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
っ
た
と
認
め
ら
れ
、
そ
し
て
v
h
が
こ
の
時
点
で
眼
底
検
査
を
受

け
て
い
れ
ば
適
期
に
光
凝
固
手
術
を
受
け
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
失
明

を
免
れ
得
た
査
然
性
が
大
で
あ
っ
た
と
し
て
、

A
医
師
の
過
失
に
基
づ
く

Y
病
院
の
債
務
不
履
行
責
任
な
い
し
不
法
行
為
責
任
を
肯
定
し
た
(
逸
失
利

益
の
算
定
に
あ
た
り
、
本
症
は
v
h
の
網
膜
の
未
熟
性
が
素
因
で
あ
る
と
し
て
、
過

失
相
殺
の
法
理
を
類
推
適
用
し
五
割
を
減
額
)
。
こ
れ
に
対
し

Y
が
上
告
。
上

北法42(1・345)345
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告
理
由
で

Y
は
、
①
原
審
は
光
凝
固
法
の
医
学
水
準
と
し
て
の
確
立
及
び

医
療
水
準
と
し
て
の
定
着
の
時
期
の
判
断
を
遺
漏
し
て
い
る
、
②
A
医
師

の
知
識
を
直
ち
に
A
医
師
の
具
体
的
医
療
水
準
と
み
な
す
の
は
短
略
的
で

あ
る
な
ど
と
主
張
し
た
。

全
員
一
致
で
一
部
破
棄
白
判
。
「
人
の
生
命
及
び
健
康
を
管
理

す
べ
き
業
務
に
従
事
す
る
者
は
、
そ
の
業
務
の
性
質
に
照
ら
し
、
危
険
防

止
の
た
め
に
実
験
上
必
要
と
さ
れ
る
最
善
の
注
意
義
務
を
要
求
さ
れ
る
が

(
最
判
昭
和
三
六
年
二
月
一
六
日
民
集
一
五
巻
二
号
二
四
四
頁
参
照
)
、
右
注
意

義
務
の
基
準
と
な
る
べ
き
も
の
は
、
一
般
的
に
は
診
療
当
時
の
い
わ
ゆ
る

臨
床
医
学
の
実
践
に
お
り
る
医
療
水
準
で
あ
る
と
解
さ
れ
る
と
こ
ろ
(
最
判

〔
判
旨
〕

昭
和
五
七
年
三
月
三

O
日
裁
判
集
民
事
二
二
五
号
五
六
三
頁
参
照
)
、
前
記
確

定
事
実
に
よ
れ
ば
、
被
上
告
人
v
h
が
本
件
病
院
で
出
生
し
た
昭
和
四
六
年

二
月
当
時
、
光
凝
固
法
は
当
時
の
臨
床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療
水
準

と
し
て
は
本
症
の
有
効
な
治
療
法
と
し
て
確
立
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
も
の

で
あ
る
か
ら
、

A
医
師
と
し
て
は
、
光
凝
固
法
を
実
施
す
る
こ
と
を
前
提

と
し
た
眼
底
検
査
を
依
頼
す
る
法
的
義
務
ま
で
は
な
か
っ
た
も
の
と
い
う

べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、

A
医
師
は
、
本
症
に
関
し
前
記
:
:
:
の
と
お

り
の
知
見
を
有
し
て
い
た
と
い
う
の
で
あ
る
が
、
同
医
師
が
医
師
免
許
取

得
後
三
年
余
り
の
産
婦
人
科
医
で
あ
り
、
し
か
も
、
本
症
に
権
息
し
た
未

熟
児
を
扱
っ
た
経
験
が
な
い
こ
と
、
原
審
の
認
定
に
よ
っ
て
も
同
医
師
が

光
凝
固
手
術
に
つ
い
て
実
施
の
適
期
等
詳
細
を
知
っ
て
い
た
と
ま
で
は
認

め
ら
れ
な
い
こ
と
等
に
徴
す
る
と
、
同
医
師
は
単
に
文
献
等
に
よ
り
光
凝

固
法
に
つ
い
て
の
知
識
を
一
応
抽
象
的
に
有
し
た
と
い
う
に
と
ど
ま
る
も

の
と
い
う
べ
き
で
あ
り
、
同
医
師
の
右
知
見
を
考
慮
し
て
も
前
記
判
断
を

左
右
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
。

「
し
た
が
っ
て
、

A
医
師
の
右
知
見
を
重
視
し
同
医
師
に
眼
底
検
査
依

頼
義
務
の
違
背
が
あ
っ
た
と
し
た
原
審
の
判
断
に
は
、
法
令
の
解
釈
適
用

を
誤
っ
た
違
法
が
あ
り
、
:
:
:
右
部
分
は
破
棄
を
免
れ
な
い
L

。
(
そ
の
他
、

民
訴
法
一
九
八
条
二
項
の
規
定
に
関
す
る
判
示
等
は
省
略
す
る
)
。
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(
評
釈
〕

本
判
決
は
本
症
に
関
す
る
八
番
目
の
最
高
裁
判
決
で
あ
る

(
最
判
昭
和
五
四
年
一
一
月
一
三
日
判
時
九
五
二
号
四
九
頁
、
最
判
昭
和
五
七
年

三
月
二
一

O
日
判
時
一

O
三
九
号
六
六
頁
、
最
判
昭
和
五
七
年
七
月
二

O
日
判
時

一
O
五
三
号
九
六
頁
、
最
判
昭
和
六
O
年
三
月
二
六
日
民
集
三
九
巻
二
号
二
一

四
頁
、
最
判
昭
和
六
一
年
五
月
三

O
日
判
時
一
一
九
六
号
一

O
七
頁
、
最
判
昭

和
六
一
年
一
一
一
月
四
日
判
例
集
未
登
載
、
最
判
昭
和
六
三
年
一
月
一
九
日
判
時

一
二
六
五
号
七
五
頁
に
次
ぐ
)
が
、

一
般
臨
床
医
の
平
均
的
知
見
を
上
回
る

も
の
を
有
す
る
担
当
医
は
ど
の
よ
う
な
注
意
義
務
を
負
う
の
か
と
い
う
、

従
来
の
最
高
裁
判
決
で
論
じ
ら
れ
て
い
な
い
問
題
を
取
り
扱
っ
て
お
り
注
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こ
こ
で
一
般
臨
床
医
を
上
回
る
知
識
を
有
す
る
担
当
医
の
注
意
義
務
を

決
定
す
る
た
め
に
は
、
次
の
二
つ
の
問
題
を
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
る
。
第
一
に
、
注
意
義
務
の
基
準
と
な
る
の
は
当
時
の
標
準
的
な
医
師

の
知
識
な
の
か
、
あ
る
い
は
そ
れ
を
上
回
る
当
該
医
師
の
特
別
の
知
識
な

の
か
を
検
討
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
れ
は
抽
象
的
過
失
説
の
意
義
と

そ
の
射
程
を
ど
う
考
え
る
の
か
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
し
か
し
仮
に
担
当

医
の
特
別
の
知
識
が
注
意
義
務
を
決
定
す
る
際
の
一
つ
の
基
準
に
な
り
得

る
と
解
し
て
も
、
そ
れ
を
も
っ
て
直
ち
に
当
該
知
識
に
基
づ
い
て
医
療
行

為
を
実
践
す
る
注
意
義
務
が
生
ず
る
訳
で
は
な
い
。
す
な
わ
ち
第
二
に
、

注
意
義
務
あ
り
と
言
え
る
た
め
の
具
体
的
な
諸
事
情
(
医
療
水
準
の
問
題
を

含
む
)
が
、
本
件
の
事
案
に
現
実
に
存
し
た
か
ど
う
か
を
考
察
し
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。
以
下
で
は
、
ま
ず
前
者
の
問
題
を
検
討
し
た
上
で
(
ニ
)
、
後

者
の
問
題
を
考
察
す
る
(
三
)
。
そ
の
上
で
本
判
決
の
意
義
に
つ
い
て
若
干

の
コ
メ
ン
ト
を
加
え
た
い
(
四
)
。

ニ

ω
過
失
判
断
の
前
提
と
な
る
注
意
義
務
の
内
容
は
通
常
人
を
基
準

に
決
定
さ
れ
る
と
い
う
説
(
抽
象
的
過
失
説
)
は
通
説
・
判
例
で
あ
る
。
こ

の
根
拠
に
つ
い
て
多
く
の
学
説
は
次
の
よ
う
に
説
明
す
る
(
例
え
ば
加
藤
一

郎
寸
過
失
判
断
の
基
準
と
し
て
の
『
通
常
人
』
L

(

我
妻
追
悼
)
(
昭
和
五

O)

四
三
七
頁
、
前
田
達
明
・
民
法
九
(
昭
五
五
)
四
五
l
四
六
頁
、
四
宮
和
夫
・
事

務
管
理
・
不
当
利
得
・
不
法
行
為
中
巻
(
昭
五
八
)
一
二
三
七
頁
な
ど
参
照
)
。
す

な
わ
ち
健
全
な
社
会
生
活
を
行
う
た
め
に
は
、
お
互
い
が
合
理
的
に
行
動

す
る
こ
と
を
期
待
し
信
頼
し
得
る
こ
と
が
必
要
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は

注
意
義
務
の
基
準
は
一
般
的
・
客
観
的
で
あ
る
必
要
が
あ
る
、
と
。
本
症

に
関
す
る
判
例
で
も
東
京
地
判
平
成
元
年
七
月
一
一
一
日
判
時
一
三
三
四
号

二
一
頁
が
、
加
藤
説
に
依
拠
し
患
者
側
の
合
理
的
な
期
待
と
い
う
こ
と
を

抽
象
的
過
失
説
の
根
拠
と
す
る
。
こ
の
よ
う
に
被
害
者
や
社
会
の
期
待
な

い
し
信
頼
の
確
保
と
い
う
視
点
を
と
る
と
、
①
職
業
・
地
位
な
ど
そ
れ
ぞ

れ
の
活
動
の
場
に
応
じ
て
「
通
常
人
L

の
類
型
化
が
な
さ
れ
る
べ
き
こ
と
、

②
類
型
化
さ
れ
た
通
常
人
を
下
回
る
能
力
し
か
有
し
て
い
な
い
行
為
者
は

能
力
不
足
に
よ
る
リ
ス
ク
を
自
ら
負
担
す
べ
き
こ
と
は
、
そ
れ
ぞ
れ
説
明

が
つ
く
。
し
か
し
本
件
で
問
題
と
な
っ
て
い
る
の
は
行
為
者
(
担
当
医
)
が

通
常
人
(
当
時
の
一
般
の
産
科
医
)
を
上
回
る
知
識
を
有
し
て
い
る
場
合
で

あ
る
。
抽
象
的
過
失
説
は
お
そ
ら
く
こ
の
よ
う
な
場
合
を
念
頭
に
置
い
て

唱
え
ら
れ
た
も
の
で
は
な
か
っ
た
。
そ
れ
だ
け
に
こ
の
問
題
に
つ
い
て
判

例
・
学
説
の
議
論
は
、
以
下
に
述
べ
る
と
お
り
必
ず
し
も
十
分
に
な
さ
れ

て
い
る
と
は
言
え
な
い
。

ω
本
症
に
関
す
る
判
例
で
担
当
医
の
特
別
の
知
識
に
言
及
し
た
も
の

に
次
の
も
の
が
あ
る
。
ま
ず
名
古
屋
高
判
昭
和
五
四
年
九
月
二
一
日
高
民

三
二
巻
二
号
一
六
五
頁
は
、
担
当
医
が
偶
然
に
せ
よ
専
門
的
知
識
を
有
し

北法42(1・347)347 
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て
い
た
の
な
ら
、
「
医
療
行
為
が
本
来
医
学
的
法
則
に
基
づ
き
な
さ
れ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
か
ら
し
て
も
当
然
L

に
、
右
知
識
を
十
分
に
活
用

し
て
患
者
の
治
療
に
あ
た
る
べ
し
と
し
た
が
、
当
該
事
案
で
は
担
当
医
の

光
凝
固
法
の
知
識
が
不
十
分
と
さ
れ
た
た
め
、
右
の
判
示
は
傍
論
で
あ
っ

た
。
ま
た
本
件
原
審
判
決
の
後
に
出
さ
れ
た
名
古
屋
地
判
昭
和
五
九
年
二

月
二
二
日
判
タ
五
一
三
号
二

O
七
頁
、
福
島
地
判
昭
和
六

O
年
二
一
月
二

臼
判
時
一
一
八
九
号
八
七
頁
、
大
分
地
判
昭
和
六
一
年
三
月
二
六
日
判
タ

六
一
五
号
八
五
頁
は
、
い
ず
れ
も
担
当
医
の
過
失
の
判
断
は
一
般
的
医
療

水
準
を
基
準
と
す
る
外
、
当
該
医
師
が
高
度
の
臨
床
医
学
の
知
識
を
有
し

て
い
る
場
合
は
そ
れ
を
含
め
て
考
慮
す
べ
し
(
根
拠
不
明
)
と
判
示
す
る
が
、

や
は
り
傍
論
に
と
ど
ま
っ
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
本
症
に
関
す
る
判
例
は
、

一
般
論
と
し
て
担
当
医
の
特
別
の
知
識
を
考
慮
し
て
過
失
判
断
を
行
う
こ

と
に
好
意
的
だ
が
、
そ
の
根
拠
は
必
ず
し
も
は
っ
き
り
せ
ず
、
ま
た
実
際

に
そ
れ
を
行
っ
た
の
は
本
件
の
原
審
だ
け
で
あ
っ
た
。

ω
学
説
は
次
の
よ
う
に
説
い
て
い
る
。
ま
ず
旧
・
加
藤
説
(
注
釈
民
法

側
(
昭
四
O
)
二
三
頁
)
は
、
通
常
人
よ
り
、
注
意
力
の
勝
る
人
(
例
え
は
名
医

な
ど
)
は
通
常
人
よ
り
重
い
注
意
義
務
を
課
さ
れ
な
い
と
す
る
が
、
そ
の
実

質
的
な
理
由
と
し
て
は
名
人
に
通
常
人
よ
り
重
い
責
任
を
課
す
る
の
は
妥

当
で
は
な
い
か
ら
と
す
る
に
と
ど
ま
る
。
次
に
唄
説
(
医
事
法
学
へ
の
歩
み

(
昭
四
五
)
二
六
九
頁
)
は
、
不
法
行
為
責
任
で
は
な
く
契
約
責
任
と
構
成
す

れ
ば
、
注
意
義
務
の
上
限
に
関
す
る
限
り
、
債
務
者
の
個
別
的
特
殊
的
な

属
性
を
観
酌
し
得
る
の
で
は
な
い
か
と
す
る
。
さ
ら
に
新
・
加
藤
説
(
前
掲

論
文
四
三
八
頁
)
は
、
右
の
旧
説
を
改
め
、
通
常
人
よ
り
能
力
が
勝
る
人
の

場
合
は
、
そ
の
優
れ
た
能
力
を
基
準
に
過
失
を
判
断
す
べ
し
と
す
る
。
そ

の
理
由
と
し
て
被
害
者
の
保
護
と
事
故
防
止
と
い
う
こ
点
を
指
摘
す
る
。

こ
の
新
・
加
藤
説
に
は
近
年
梶
村
判
事
も
賛
成
し
て
い
る
(
裁
判
実
務
体
系

仰
(
平
一
一
)
一
五
六
頁
)
。

同
こ
の
問
題
は
、
比
較
的
議
論
が
豊
富
な
英
米
法
を
参
考
に
し
な
が

ら
次
の
よ
う
に
考
え
て
み
た
い
。
制
第
一
に
、
当
該
行
為
者
が
通
常
人
の

知
識

(EC三
a
m
m
)
・
技
量

ZE--)
・
知
性
(
ヨ
在
口
問
g
2
)
を
上
回
る

も
の
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
、
あ
ら
か
じ
め
相
手
方
に
主
張

2
0
5
2
C

し
て
い
た
場
合
に
は
、
行
為
者
に
対
す
る
期
待
は
通
常
人
へ
の
そ
れ
を
上

回
る
か
ら
、
行
為
者
は
そ
の
高
め
ら
れ
た
期
待
に
応
え
て
行
為
す
べ
き
で

あ
る
(
英
米
で
こ
れ
に
異
を
唱
え
る
学
説
は
見
当
ら
な
い
)
。
こ
れ
は
抽
象
的
過

失
説
の
根
拠

(ω参
照
)
と
整
合
し
て
い
る
。
制
第
二
に
そ
の
よ
う
な
主
張

が
な
さ
れ
て
い
な
い
場
合
は
ど
う
か
。
こ
の
場
合
は
、
行
為
者
に
対
す
る

期
待
と
い
う
要
素
が
弱
ま
る
た
め
、
行
為
者
側
の
負
担
や
被
害
者
保
護
の

要
請
な
ど
の
利
益
衡
量
が
併
せ
必
要
に
な
る
と
考
え
る
。
ま
ず
、
①
通
常

人
を
上
回
る
資
質
が
、
知
識
か
技
量
か
知
性
か
で
区
別
し
て
考
え
る
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
こ
れ
に
つ
き
英
米
の
学
説
が
、
行
為
者
が
特
別
の
知
識
を

北法42(1・348)348
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有
し
て
い
る
場
合
に
は
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
為
す
べ
き
こ
と
で
ほ
ぼ
一
致

を
見
て
い
る
の
に
対
し
、
行
為
者
の
特
別
の
技
量
や
知
性
が
問
題
と
な
る

場
合
に
は
、
注
意
義
務
の
基
準
は
通
常
人
の
資
質
で
足
り
る
と
し
て
知
識

と
技
量
・
知
性
と
で
異
な
る
解
釈
を
す
る
も
の
が
あ
る
(
古
く
は
何
仏
間

q
g
p

J
L巾
間
口
岡
市
ロ
ロ
y
H
D
白
色
〈
巾
ユ
巾
ロ
円
タ
田
口
b

H
ロ
門
出
以
内
足
口
口
巾
J

ω
申
出
血
コ
ア
「

-m虫、.

E
少
∞
匂
・
∞
忽
(
H
U
N
g
-

最
近
で
は

ω門
司
巾
巾

F
M
z
b
h

ト
白
ミ
ミ

M
2
q
w
p

∞
S
E
-

(
Z
F
E
-
2・
MEIN-司
会
活
∞
)
な
ど
)
の
が
興
味
を
引
く
。
そ
の
理
由
は

必
ず
し
も
明
確
に
説
明
さ
れ
て
い
な
い
が
次
の
よ
う
に
考
え
る
こ
と
が
で

き
よ
う
n
一
普
通
の
人
は
そ
れ
ぞ
れ
、
日
常
生
活
の
中
で
不
可
避
的
に
多
く

の
特
別
の
知
識
を
得
て
、
そ
れ
に
基
づ
い
て
行
動
し
て
い
る

(
E
m
q
g
p

的
民

Hus-
え
∞
印
叶
)
と
思
わ
れ
る
。
従
っ
て
そ
の
特
別
の
知
識
に
基
づ
い
て

行
動
す
る
義
務
を
行
為
者
に
課
す
こ
と
は
、
被
害
者
保
護
に
資
す
る
ば
か

り
で
な
く
、
行
為
者
に
と
っ
て
も
さ
ほ
ど
負
担
と
は
な
ら
な
い
と
考
え
ら

れ
る
(
例
え
ば
、
通
り
慣
れ
た
道
の
あ
る
箇
所
に
穴
が
開
い
て
い
る
こ
と
を
知
っ

て
い
る
運
転
手
は
、
た
と
え
通
常
の
運
転
者
が
そ
れ
を
知
ら
な
い
と
し
て
も
、
そ

の
穴
を
避
け
て
運
転
す
る
の
が
普
通
だ
ろ
う
)
。
ま
た
特
別
の
知
識
に
基
づ
い

て
行
動
す
る
こ
と
が
日
常
的
だ
と
言
え
る
の
な
ら
ば
、
社
会
は
そ
れ
を
あ

ら
か
じ
め
、
概
括
的
に
せ
よ
、
期
待
し
て
い
る
と
構
成
で
き
な
く
も
な
い
。

こ
れ
に
対
し
て
、
特
別
の
技
量
や
知
性
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
に
基
づ
い
て

行
動
す
る
こ
と
は
決
し
て
日
常
的
な
こ
と
だ
と
は
言
え
ず
、
ま
た
そ
れ
を

常
に
要
求
す
る
の
な
ら
ば
行
為
者
に
不
断
の
緊
張
や
コ
ス
ト
を
強
い
る
こ

と
に
な
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
従
っ
て
、
特
別
の
技
量
や
知
性
に
つ
い

て
常
に
そ
れ
に
見
合
っ
た
注
意
義
務
を
負
う
と
い
う
解
釈
は
、
一
方
で
被

害
者
保
護
に
資
す
る
と
は
い
え
、
他
方
で
必
ず
し
も
社
会
の
期
待
に
合
致

し
て
は
お
ら
ず
、
ま
た
行
為
者
に
も
相
当
酷
な
結
果
と
な
り
、
採
る
こ
と

は
難
し
い
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
②
も
っ
と
も
知
識
と
技
量
・
知
性

と
の
聞
に
、
右
の
よ
う
な
判
然
と
し
た
区
別
を
設
け
る
こ
と
が
で
き
な
い

場
合
も
あ
ろ
う
。
例
え
ば
、
特
別
の
知
識
の
実
践
の
際
に
同
時
に
特
別
の

技
量
を
必
要
と
す
る
場
合
も
考
え
ら
れ
る
し
、
ま
た
特
別
の
技
量
や
知
性

そ
れ
自
体
が
問
題
と
な
る
場
合
で
も
、
的
予
想
さ
れ
る
損
害
が
深
刻
な
も

の
で
あ
り
、
か
つ
制
特
別
の
技
量
や
知
性
を
現
実
に
行
使
す
る
こ
と
が
完

全
に
行
為
者
の
力
量
内
に
あ
り
負
担
と
な
ら
な
い
と
言
え
る
場
合
に
は
、

一
方
で
被
害
者
保
護
の
要
請
が
高
ま
り
、
他
方
で
行
為
者
の
負
担
と
い
う

要
素
は
減
じ
る
か
ら
、
そ
れ
に
見
合
う
注
意
義
務
を
負
う

C
U
c
c
-
4・

h
号
待
選
ロ
ミ

h
a
N
F
虫
色

2
3
参
照
)
と
い
う
解
釈
の
余
地
も
出
て

く
る
と
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
解
す
る
と
、
唄
説

(ω参
照
)
の
よ
う
に
特
に
契
約
責
任

と
い
う
構
成
を
採
ら
な
く
て
も
、
不
法
行
為
責
任
の
枠
内
で
行
為
者
の
特

別
の
資
質
を
一
定
の
限
度
で
考
慮
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。

ω
さ
て
本
件
に
お
い
て
は
、
ま
ず
、
本
症
に
よ
る
失
明
の
危
険
を
恐
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れ
た
v
h
の
転
院
の
依
頼
に
対
し
、

A
医
師
は
悪
い
よ
う
に
し
な
い
か
ら
病

院
に
任
せ
る
よ
う
に
、
と
答
え
て
い
る
(
〔
事
実
〕
一

ω参
照
)
。
こ
れ
は
私

見
凶
例
の
要
素
を
含
ん
で
い
る
と
解
せ
ら
れ
な
い
こ
と
も
な
い
(
札
幌
医
療

過
誤
民
事
判
例
研
究
会
の
出
席
弁
護
士
の
悶
で
も
、
も
し
こ
の
点
を
上
告
審
で
X

側
が
強
調
し
て
い
れ
ば
、
勝
敗
は
変
っ
て
い
た
か
も
し
れ
な
い
と
す
る
意
見
が
多

か
っ
た
。
ち
な
み
に
最
高
裁
は
「
事
実
関
係
の
要
旨
L

で
、
こ
の
点
に
触
れ
て
い

な
い
)
。
ま
た
、
本
件
で
は
A
医
師
の
特
別
の
知
識
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

私
見
同
制
①
に
照
ら
せ
ば
、
そ
の
特
別
の
知
識
に
見
合
っ
た
注
意
義
務
を

負
う
こ
と
に
な
る
。
も
っ
と
も
医
療
行
為
に
お
い
て
は
、
当
該
知
識
に
基

づ
い
て
行
動
す
る
際
に
、
高
度
の
技
量
を
同
時
に
必
要
と
す
る
こ
と
が
多

か
ろ
う
。
し
か
し
、
本
件
に
お
い
て
、
も
し
適
切
な
治
療
を
受
け
な
け
れ

ば
失
明
と
い
う
重
大
な
結
果
が
生
じ
る
の
で
あ
り
、
ま
た
A
医
師
に
要
求

さ
れ
て
い
る
技
量
と
は
、
眼
底
検
査
や
光
凝
固
法
を
現
実
に
実
施
す
る
(
こ

の
た
め
に
は
熟
達
し
た
小
児
眼
科
医
と
し
て
の
経
験
や
、
眼
底
の
所
見
が
ど
の
よ

う
な
状
態
と
な
れ
ば
光
凝
固
法
を
実
施
す
べ
き
か
と
い
う
詳
細
な
知
識
が
必
要
と

な
る
)
こ
と
で
は
な
く
、
眼
底
検
査
を
依
頼
す
る
た
め
の
前
提
と
し
て
、

L

の
全
身
状
態
が
、
保
育
器
か
ら
出
て
約
一

0
分
間
の
眼
底
検
査
に
耐
え
ら

れ
る
だ
け
の
状
態
と
な
っ
て
い
る
か
ど
う
か
を
l
|
半
+
後
二
、
三
週
間
を

過
ぎ
た
あ
た
り
か
ら
特
に
注
意
を
し
て
，
|
|
見
極
め
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

こ
の
判
断
は
、
た
と
え
A
医
師
が
医
師
免
許
取
得
後
三
年
余
り
だ
っ
た
と

し
で
も
、
当
該
知
識
を
持
つ
産
婦
人
科
医
と
し
て
、
当
然
そ
の
力
量
内
に

あ
る
こ
と
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
(
も
っ
と
も
こ
の
判
断
に
お
い
て
は
医
師
の
広

範
な
裁
量
が
認
め
ら
れ
る
と
考
え
る
。
=
一

ωの
要
件
判
に
関
す
る
コ
メ
ン
ト
参
照
)
。

従
っ
て
、
私
見
凶
制
②
の
附
・
制
の
要
件
も
こ
こ
で
は
満
た
さ
れ
て
い
る

と
考
え
る
。
こ
れ
に
対
し
本
判
決
の
判
旨
後
段
は
、

A
医
師
の
知
見
が
抽

象
的
で
法
的
考
慮
に
値
し
な
い
と
す
る
理
由
と
し
て
、

A
医
師
が
本
症
に

擢
患
し
た
未
熟
児
を
扱
っ
た
経
験
が
な
く
、
ま
た
光
凝
固
手
術
に
つ
い
て

実
施
の
適
期
等
詳
細
を
知
つ
て
は
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
を
あ
げ
て
い
る
。

し
か
し
右
に
述
べ
た
、

A
医
師
の
特
別
の
知
識
を
実
践
す
る
に
必
要
な
技

量
の
内
容
に
照
ら
す
と
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も
説
得
力
に
乏
し
い
理
由
付

け
で
あ
る
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
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以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
本
件
で
は
A
医
師
の
特
別
の
知
識
を
前
提

と
し
て
、

A
医
師
の
注
意
義
務
を
論
ず
る
こ
と
が
許
さ
れ
よ
う
。
も
っ
と

も
A
医
師
の
注
意
義
務
の
内
容
は
こ
れ
だ
け
で
は
決
定
で
き
な
い
こ
参
照
)
。

医
療
水
準
の
問
題
も
含
め
、
よ
り
具
体
的
な
諸
事
情
を
次
に
検
討
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

三

ω
本
件
で
問
わ
れ
て
い
る
の
は
、

A
医
師
の
眼
底
検
査
の
依
頼
義

務
の
有
無
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
こ
れ
ま
で
の
判
例
で
、
担
当
産
科
医
な
い

し
小
児
科
医
の
眼
底
検
査
依
頼
(
転
医
を
含
む
)
義
務
を
否
定
し
た
も
の

(
こ
れ
が
圧
倒
的
に
多
い
)
を
取
り
上
げ
、
そ
こ
で
の
理
由
付
り
か
ら
、
逆
に



当
該
義
務
の
要
件
を
探
っ
て
み
た
い
。
制
第
一
に
、
担
当
医
が
光
凝
固
法

の
存
在
、
有
効
性
な
い
し
眼
底
検
査
の
必
要
性
を
認
識
し
て
お
ら
ず
、
そ

れ
は
通
常
の
臨
床
医
の
知
見
を
下
回
る
も
の
で
は
な
い
と
す
る
も
の
が
あ

る
(
前
掲
最
判
昭
和
五
七
年
七
月
二

O
日
、
前
掲
最
判
昭
和
六
一
年
五
月
三

O

日
を
は
じ
め
、
高
松
高
判
昭
和
五
八
年
三
月
二
二
日
判
タ
五
O
一
号
二

O
一頁、

前
掲
福
島
地
判
昭
和
六

O
年
一
二
月
二
日
、
前
掲
大
分
地
判
昭
和
六
一
年
三
月

二
六
日
な
ど
)
。
こ
れ
は
担
当
医
の
認
識
の
内
容
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

川
第
二
に
、
近
隣
に
眼
底
検
査
な
い
し
光
凝
固
法
を
実
施
し
得
る
病
院
が

な
い
、
あ
っ
て
も
受
入
体
制
が
整
っ
て
い
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
る
(
高
松

高
判
昭
和
五
八
年
二
月
二
四
日
判
時
一

O
八
七
号
七
七
頁
、
徳
島
地
判
昭
和
六

O
年
七
月
三
日
判
時
一
一
八
二
号
一
二
九
頁
、
前
掲
福
島
地
判
昭
和
六

O
年一
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一
一
月
二
口
、
秋
田
地
判
昭
和
六
一
年
一

O
月
二

O
日
判
タ
六
三
五
号
二

O
五
頁

な
ど
)
。
こ
れ
は
眼
底
検
査
・
光
凝
囲
法
の
実
施
可
能
性
を
問
う
も
の
で
あ

る
。
付
第
三
に
、
未
熟
児
の
全
身
状
態
が
眼
底
検
査
な
い
し
光
凝
固
法
に

耐
え
ら
れ
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
が
あ
る
(
那
覇
地
判
昭
和
五
三
年
三
月
二
七

日
判
時
九
O
八
号
八
二
頁
、
前
掲
高
松
高
判
昭
和
五
八
年
三
月
二
二
日
、
神
戸

地
判
昭
和
六

O
年
五
月
一
六
日
判
時
一
一
七
三
一
号
一
一
三
頁
)
。
こ
れ
は
未
熟

児
の
全
身
状
態
に
注
目
し
た
も
の
で
あ
る
。

ω第
四
に
、
出
生
当
時
、
光

凝
固
法
が
有
効
な
治
療
法
と
し
て
確
立
し
て
い
な
か
っ
た
と
す
る
も
の
が

あ
る
。
こ
れ
は
眼
底
検
査
そ
れ
自
体
は
何
ら
治
療
効
果
を
有
す
る
も
の
で

は
な
く
、
光
凝
固
法
と
結
び
つ
い
て
初
め
て
意
味
が
あ
る
と
い
う
考
え
方

に
基
づ
い
て
い
る
。
判
例
(
眼
科
医
の
眼
底
検
査
実
施
義
務
が
争
わ
れ
た
も
の

も
含
む
)
に
現
れ
た
光
凝
固
法
の
治
療
法
と
し
て
の
確
立
の
諸
段
階
と
し
て

は
、
①
ま
ず
光
凝
固
法
が
、
開
発
者
の
試
行
の
段
階
に
あ
り
追
試
を
経
て

い
な
い
と
さ
れ
る
時
期
が
あ
る
(
大
阪
地
判
昭
和
五
一
年
五
月
一
二
日
判
時
八

一
六
号
二
二
貝
[
昭
和
四
二
年
八
月
出
生
児
]
、
浦
和
地
判
昭
和
五
八
年
八
月
二

九
日
判
時
一
一

O
五
号
八
六
頁
[
昭
和
四
四
年
四
月
出
生
児
]
な
ど
)
0

②
次

に
光
凝
固
法
が
、
追
試
の
段
階
に
あ
る
に
と
ど
ま
り
、
そ
の
有
効
性
が
一

般
的
に
は
承
認
さ
れ
て
い
な
い
と
さ
れ
る
時
期
が
あ
る
(
前
掲
最
判
昭
和
五

七
年
七
月
二

O
日
[
昭
和
四
四
年
四
月
出
生
児
]
、
前
掲
最
判
昭
和
六
一
年
五
月

三
O
日
[
昭
和
四
五
年
一

O
月
出
生
児
]
、
前
掲
最
判
昭
和
六
三
年
一
月
一
九
日

[
昭
和
四
七
年
一
月
出
生
児
]
の
外
、
名
古
屋
地
判
昭
和
五
五
年
一

O
月
三
日
判

タ
四
三
八
号
一
二
九
頁
[
昭
和
四
四
年
六
月
出
生
児
]
、
釧
路
地
帯
広
支
判
昭
和

五
七
年
六
月
二
一
日
判
時
一
一

O
五
号
一

児
]
、
前
掲
徳
島
地
判
昭
和
六
O
年
七
月
三
日
[
昭
和
四
七
年
七
月
出
生
児
]
な

ど
)
。
③
さ
ら
に
、
有
効
性
が
一
般
的
に
承
認
さ
れ
た
と
し
て
も
、
治
療
基

準
が
統
一
さ
れ
て
い
な
い
、
あ
る
い
は
副
作
用
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
な

い
こ
と
が
重
視
さ
れ
る
段
階
が
あ
る
(
福
岡
高
判
昭
和
六
O
年
一
月
二
四
日
判

時
一
一
六
七
号
四
二
頁
[
昭
和
四
八
年
三
月
出
生
児
。
担
当
小
児
科
医
が
定
期

一
六
頁
[
昭
和
四
六
年
一
一
月
出
生
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的
眼
底
検
査
の
必
要
性
を
認
識
し
て
い
た
事
案
]
、
札
幌
地
判
昭
和
六
二
年
八
月
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二
四
日
判
時
一
二
七
六
号
七
一
頁
[
昭
和
四
七
年
五
月
出
生
児
]
な
ど
)
。

な
お
以
上
と
異
な
り
、
担
当
医
の
眼
底
検
査
依
頼
義
務
を
正
面
か
ら
肯

定
し
た
判
例
に
は
、
本
件
の
原
審
の
外
に
、
新
潟
地
長
岡
支
判
昭
和
六
二

年
九
月
二
日
判
タ
六
四
六
号
二
三
五
頁
[
昭
和
五
一
年
一

O
月
出
生
児
。

刷
、
刷
、
付
の
要
件
が
満
た
さ
れ
て
い
た
と
す
る
]
、
京
都
地
判
昭
和
六
二

年
二
一
月
一
一
日
判
時
一
二
七
九
号
五
五
頁
[
昭
和
五
一
年
一
一
一
月
出
生

児
。
要
件
判
が
満
た
さ
れ
て
い
た
こ
と
を
重
視
す
る
]
な
ど
が
あ
る
。

ω
こ
の
よ
う
に
、
担
当
医
の
眼
底
検
査
依
頼
義
務
の
成
立
に
は
幾
つ

も
の
要
件
が
必
要
で
あ
る
(
判
例
が
医
療
水
準
を
決
定
す
る
際
は
、
要
件
仙
の

外
、
要
件
例
制
な
ど
を
総
合
的
に
考
慮
し
て
い
る
場
合
が
多
む
た
め
、
担
当
医

が
一
般
産
科
医
を
超
え
る
知
識
を
有
し
て
い
る
場
合
で
も
、
右
の
要
件
を

満
た
し
て
い
な
い
場
合
に
は
依
頼
義
務
の
成
立
が
否
定
さ
れ
る
(
前
掲
福
向

高
判
昭
和
六

O
年
一
月
二
四
日
は
、
そ
の
よ
う
な
事
案
で
あ
っ
た
)
の
で
あ
る
。

そ
こ
で
次
に
、
本
件
の
事
案
が
右
の
要
件
を
充
足
し
て
い
る
か
を
具
体
的

に
見
て
み
た
い
。

ま
ず
本
件
で

A
産
科
医
は
眼
底
検
査
を
依
頼
す
る
た
め
に
必
要
な
知
見

を
十
分
有
し
て
い
た
と
解
せ
ら
れ
る
(
ニ

ω参
照
)
。
従
っ
て
要
件
例
は
充

足
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。

次
に
要
件

ωも
こ
こ
で
は
満
た
さ
れ
て
い
る
と
考
え
る
。
な
ぜ
な
ら
、

Y
病
院
の

B
医
師
は
眼
底
検
査
を
実
施
で
き
る
能
力
を
有
し
、
ま
た
や
や

不
十
分
で
は
あ
っ
た
(
限
底
周
辺
部
を
見
る
た
め
に
有
用
な
倒
像
鏡
は
な
か
っ

た
)
が
眼
底
検
査
の
た
め
の
設
備
も

Y
病
院
に
備
わ
っ
て
い
た
。
さ
ら
に
、

近
隣
に
光
凝
固
法
の
先
駆
的
な
専
門
家
と
し
て
知
ら
れ
る
田
辺
医
師
を
擁

す
る
名
鉄
病
院
が
あ
り
、

A
医
師
の
紹
介
で
v
h
が
直
ち
に
転
院
で
き
た
こ

と
を
考
え
る
と
、

Y
病
院
と
名
鉄
病
院
と
の
聞
に
何
ら
か
の
連
絡
体
制
が

整
っ
て
い
た
こ
と
が
窺
わ
れ
る
か
ら
で
あ
る
。

そ
れ
で
は
要
件
仰
は
ど
う
だ
ろ
う
か
。
ま
ず
要
件

ω①
②
に
つ
い
て
。

②
で
取
り
上
げ
た
三
つ
の
最
高
裁
判
決
は
、
昭
和
四
四
年
四
月
な
い
し
四

七
年
一
月
当
時
、
光
凝
固
法
は
追
試
の
段
階
に
あ
る
と
解
し
て
お
り
、
ま

た
本
件
の
原
審
の
認
定
事
実
に
よ
れ
ば
、
昭
和
四
六
年
二
月
当
時
光
凝
固

法
の
追
試
結
果
は
文
献
発
表
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
従
っ
て
こ
の
点
に
形

式
的
に
注
目
す
れ
ば
、
当
時
光
凝
固
法
は
試
行
の
段
階
は
脱
し
て
い
た
と

し
て
も
、
そ
の
有
効
性
が
一
般
的
に
承
認
さ
れ
て
い
た
と
は
言
え
な
い
こ

と
に
な
る
。
本
判
決
の
判
旨
前
段
は
お
そ
ら
く
こ
の
趣
旨
で
あ
ろ
う
。
し

か
し

Y
病
院
の
存
し
た
名
古
屋
地
区
に
お
い
て
は
、
既
に
名
鉄
病
院
が
昭

和
四
四
年
頃
か
ら
、
名
大
病
院
が
四
五
年
頃
か
ら
、
外
に
も
幾
つ
か
の
病

院
が
本
件
当
時
光
凝
固
法
の
追
試
な
い
し
実
施
を
行
っ
て
お
り
(
〔
事
実
〕

ニ

ω参
照
。
な
お
こ
の
点
は
本
判
決
の
「
事
実
関
係
の
要
旨
」
に
お
い
て
一
切
言

及
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
注
意
)
、
ま
た

Y
病
院
の
A
医
師
及
び

B
医
師
も
光

凝
固
法
に
つ
い
て
の
知
見
あ
る
い
は
技
量
を
有
し
て
い
た
と
い
う
特
殊
な
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事
情
が
与
し
た
。
従
っ
て
、
全
国
的
に
は
と
も
か
く
、
名
古
屋
地
区
の
先

駆
的
病
院
聞
で
は
、
本
件
当
時
光
凝
固
法
の
有
効
性
に
対
す
る
共
通
の
認

識
が
で
き
て
い
た
と
言
え
な
い
だ
ろ
う
か
(
こ
の
よ
う
に
文
献
的
発
表
に
先
立
っ

て
、
特
定
の
地
域
で
あ
る
治
療
法
に
対
す
る
平
均
的
認
識
が
形
成
さ
れ
る
可
能
性

に
つ
い
て
は
、
既
に
田
上
富
信
寸
判
批
」
判
評
二
三

O
号
二
二
貝
、
滝
井
繁
男
l

民事判例研究

藤
井
勲
寸
『
医
療
水
準
論
』
の
現
状
と
そ
の
批
判
」
判
タ
六
二
九
号
二
二
頁
注
闘

が
指
摘
す
る
と
こ
ろ
で
あ
る
。
な
お
前
掲
最
判
昭
和
六
三
年
一
月
一
九
日
に
お
け

る
伊
藤
正
己
裁
判
官
の
補
足
意
見
も
、
特
定
の
地
域
の
医
師
の
医
療
水
準
に
照
ら

し
て
法
的
責
任
を
問
い
得
る
場
合
が
あ
る
と
す
る
)
。
も
っ
と
も
光
凝
固
法
の
有

効
性
は
、
本
症
の
う
ち
症
状
が
比
較
的
緩
や
か
に
進
行
す
る

I
型
及
び
混

合
型
に
つ
い
て
は
、
ほ
ぽ
認
め
ら
れ
て
い
る
(
但
し
比
較
対
象
実
験
を
経
て

い
な
い
等
の
問
題
点
は
残
さ
れ
て
い
る
)
が
、
症
状
が
急
速
に
進
行
す
る

H
型

に
つ
い
て
は
医
学
上
も
見
解
が
分
か
れ
て
い
る
。
そ
し
て
最
近
の
判
例
の

中
に
は
、
こ
の
点
に
注
目
し
て
、
光
凝
固
法
は
今
日
で
も
有
効
性
が
確
定

し
た
も
の
と
は
言
え
な
い
と
す
る
も
の
が
あ
り
(
前
掲
札
幌
地
判
昭
和
六
二

年
八
月
二
四
日
、
甲
府
地
判
平
成
元
年
五
月
一

O
日
判
時
三
二
二
四
号
九
七
頁

な
ど
て
ま
た
H
型
の
事
案
で
医
師
の
責
任
を
肯
定
す
る
場
合
で
も
、
本
症

の
治
癒
に
関
す
る
不
確
実
性
を
考
慮
し
て
何
ら
か
の
形
で
損
害
額
を
減
額

す
る
も
の
が
多
い
(
こ
の
点
は
吉
田
邦
彦
寸
判
批
」
北
法
三
九
巻
二
号
四
二
二

|
四
二
五
頁
が
既
に
整
理
し
て
い
る
)
。
し
か
し
本
件
で
原
審
は
、

v
h
の
羅
患

し
た
本
症
が
何
型
か
は
断
定
で
き
な
い
と
し
つ
つ
も
、

H
型
の
発
症
の
割

合
は
極
め
て
少
な
い
こ
と
、

H
型
の
場
合
で
も
適
期
に
光
凝
固
法
を
実
施

す
れ
ば
予
後
は
悲
観
的
で
は
な
い
こ
と
、
そ
の
他
B
医
師
の
証
言
等
に
照

ら
し
て
、
四
月
中
に
眼
底
検
査
を
受
け
て
い
れ
ば
v
h
が
失
明
を
回
避
し
得

た
蓋
然
性
は
相
当
に
高
い
と
判
断
し
て
お
り
、
こ
こ
で
は
こ
の
判
断
を
前

提
に
論
を
進
め
た
い
。
次
に
要
件

ω③
に
つ
い
て
。
第
一
に
、
治
療
基
準

の
統
一
に
つ
い
て
は
、
一
般
に
は
、
昭
和
四
九
年
度
厚
生
省
特
別
研
究
班

が
発
表
し
た
い
わ
ゆ
る
「
五

O
年
報
告
」
に
よ
っ
て
一
般
臨
床
医
が
治
療

を
行
う
際
に
依
拠
し
得
る
基
準
が
確
立
さ
れ
た
、
と
解
さ
れ
て
い
る
。
し

か
し
、
本
件
で
は
先
駆
的
病
院
に
お
け
る
治
療
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、

こ
の
五

O
年
報
告
の
存
在
を
過
大
視
す
る
こ
と
は
適
当
で
は
な
い
と
考
え

る
(
例
え
ば
前
掲
東
京
地
判
平
成
元
年
七
月
二
一
日
は
、
傍
論
な
が
ら
、
先
駆
的

医
療
機
関
で
は
五

O
年
報
告
以
前
の
段
階
で
も
光
凝
固
法
の
実
施
時
期
や
凝
間
部

位
に
つ
い
て
臨
機
応
変
の
判
断
が
可
能
で
あ
っ
た
ろ
う
と
す
る
)
。
第
二
に
、
副

作
用
(
網
膜
や
硝
子
体
な
ど
の
微
妙
な
発
育
の
バ
ラ
ン
ス
が
光
凝
固
手
術
に
よ
り

干
渉
さ
れ
、
遠
い
将
来
に
合
併
症
が
生
ず
る
可
能
性
な
ど
)
に
つ
い
て
は
、
光

凝
固
法
の
最
初
の
実
施
が
今
か
ら
わ
ず
か
二

O
年
ほ
ど
前
に
す
ぎ
な
い
た

め
、
現
在
で
も
そ
の
長
期
的
予
後
は
明
ら
か
で
は
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
こ
の
点
を
重
視
し
て
光
凝
固
法
の
有
効
な
治
療
法
と
し
て
の
確
立

を
否
定
す
る
(
前
掲
札
幌
地
判
昭
和
六
二
年
八
月
二
四
日
参
照
)
こ
と
は
説
得
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力
に
乏
し
い
。
む
し
ろ
副
作
用
の
問
題
は
、
光
凝
固
法
を
実
施
し
な
い
こ

と
に
よ
り
生
ず
る
失
明
と
い
う
重
大
な
結
果
及
び
そ
の
蓋
然
性
(
本
症
が
自

然
治
療
し
な
い
蓋
然
性
)
と
の
比
較
衡
量
の
中
で
捉
え
る
べ
き
で
あ
る
(
こ

の
よ
う
な
手
法
を
と
る
判
例
に
福
岡
地
小
倉
支
判
昭
和
五
三
年
一

O
月
三
日
判
タ

三
六
八
号
一
五
三
頁
、
大
阪
高
判
昭
和
五
七
年
一

O
月
二
九
日
判
タ
四
八
六
号

一
五
三
頁
、
前
掲
東
京
地
判
平
成
元
年
七
月
一
一
一
日
が
あ
り
、
い
ず
れ
も
副
作
用

の
問
題
を
決
定
的
な
も
の
と
は
考
え
て
い
な
い
。
外
に
森
島
昭
夫
・
不
法
行
為
法

講
義
(
昭
ム
合
乙
二

O
O頁
参
照
)
。
少
な
く
と
も
本
件
で
光
凝
固
手
術
を

行
っ
た
田
辺
医
師
は
、
本
症
が
自
然
治
癒
し
な
い
蓋
然
性
の
高
ま
る
時
期

(
光
凝
固
法
の
実
施
時
期
)
を
知
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
こ
の
問
題
を

過
大
視
す
る
こ
と
は
妥
当
で
は
な
い
と
考
え
る
。

以
上
の
よ
う
に
考
え
る
と
、
最
終
的
に
問
題
と
な
る
の
は
要
件
付
だ
け

で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
こ
れ
に
つ
い
て
、
原
審
判
決
は
第
一
審
判
決
を
覆

し、

v
h
は
遅
く
と
も
四
月
二
八
日
以
前
の
眼
科
診
断
日
で
あ
る
四
月
二
二

日
ま
で
に
眼
底
検
査
を
受
け
得
る
だ
け
の
全
身
状
態
と
な
っ
て
い
た
と
判

断
し
て
い
る
。
こ
の
判
断
が
医
学
的
に
妥
当
と
い
え
る
の
か
は
私
の
能
力

を
超
え
る
問
題
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
未
熟
な
全
身
状
態
の
ま
ま
保
育
器

か
ら
未
熟
児
を
取
り
出
す
と
、
細
菌
感
染
に
よ
り
脳
性
小
児
麻
療
の
お
そ

れ
が
あ
り
、
こ
れ
は
本
症
に
よ
る
失
明
よ
り
も
重
大
な
後
遺
症
を
残
す
も

の
と
一
般
に
解
さ
れ
て
い
る
(
本
件
で
も
Y
側
は
こ
の
点
を
強
調
し
て
い
た
)
。

従
っ
て
、
未
熟
児
の
全
身
状
態
の
判
断
に
お
い
て
は
、
担
当
産
科
医
の
高

度
に
医
学
的
な
裁
量
が
働
く
余
地
が
あ
る
(
一
審
判
決
は
こ
れ
を
重
視
す
る
)
。

特
に
本
件
で
は
双
胎
児
の
第
二
子
が
既
に
死
亡
し
て
お
り
、

A
医
師
と
し

て
も
相
当
に
慎
重
な
対
応
を
迫
ら
れ
て
い
た
も
の
と
推
測
さ
れ
る
。
こ
の

よ
う
に
考
え
る
と
、
例
え
ば
原
審
判
決
が
、

v
h
の
貧
血
状
態
が
四
月
二
八

日
に
な
っ
て
も
好
転
し
な
か
っ
た
に
も
拘
ら
ず
A
医
師
が
v
h
を
保
育
器
か

ら
取
り
出
し
た
こ
と
に
照
ら
し
、

A
医
師
は
実
は
v
h
の
貧
血
状
態
を
さ
ほ

ど
重
視
し
て
い
な
か
っ
た
と
認
定
し
て
い
る
(
〔
事
実
〕
=
一

ω②
参
照
)
の

は
、
い
さ
さ
か
割
り
切
り
す
ぎ
た
結
果
論
で
は
な
い
の
か
と
い
う
疑
問
を

禁
じ
得
な
い
。
こ
の
点
を
Y
側
が
理
由
不
備
等
に
よ
り
争
う
こ
と
は
可
能

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
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四
こ
れ
ま
で
の
検
討
の
中
で
本
判
決
に
対
し
幾
つ
か
の
批
判
を
し
て
き

た
が
、
以
下
で
は
そ
の
総
括
を
し
な
が
ら
、
さ
ら
に
若
干
の
評
価
を
付
け

加
え
た
い
。
第
一
に
、
本
判
決
は
判
旨
前
段
で

A
医
師
の
眼
底
検
査
依
頼

義
務
を
否
定
す
る
に
あ
た
り
、
光
凝
固
法
は
昭
和
四
六
年
二
月
当
時
、
臨

床
医
学
の
実
践
に
お
け
る
医
療
水
準
と
し
て
は
有
効
な
治
療
法
と
し
て
確

立
し
て
い
な
か
っ
た
か
ら
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
要
件
同
①
②
に

つ
い
て
の
検
討
(
三

ω参
照
)
で
触
れ
た
よ
う
に
、
全
国
レ
ベ
ル
の
一
般
臨

床
医
を
念
頭
に
置
い
た
形
式
的
な
判
断
に
過
ぎ
ず
、
賛
成
で
き
な
い
。
少

な
く
と
も
本
判
決
が
、
名
古
屋
地
区
の
特
別
の
事
情
を
一
切
考
慮
せ
ず
に
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医
療
水
準
を
判
断
し
て
い
る
の
は
説
得
的
で
は
な
い
と
考
え
る
。

第
二
に
、
本
判
決
は
判
旨
後
段
で
A
医
師
の
特
別
の
知
見
を
法
的
に
考

慮
し
得
な
い
理
由
と
し
て
、

A
医
師
の
光
凝
固
法
に
対
す
る
知
識
の
抽
象

性
を
指
摘
し
て
い
る
。
し
か
し
、
前
述
の
と
お
り
(
ニ
伺
参
照
)
、
眼
底
検

査
を
依
頼
す
る
た
め
に
必
要
な
こ
と
は
未
熟
児
の
全
身
状
態
の
把
握
で
あ

る
。
そ
の
際
に
必
要
と
さ
れ
る
知
識
は
、
光
凝
固
法
に
関
す
る
詳
細
で
具

体
的
な
知
識
で
は
な
く
、
光
凝
固
法
の
実
施
の
た
め
に
眼
底
検
査
を
可
及

的
早
期
(
生
後
二
、
三
週
間
)
に
行
う
必
要
が
あ
る
と
い
う
A
医
師
の
知
識

で
十
分
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
ま
た
A
医
師
は
産
婦
人
科
医
で
あ
り
、

v
h

の
全
身
状
態
の
把
握
は
当
該
知
識
を
有
す
る
彼
の
当
然
の
力
量
内
の
こ
と

で
あ
っ
た
と
考
え
る
。
判
旨
の
後
段
も
ま
た
疑
問
で
あ
る
。

第
三
に
、
本
判
決
は
判
旨
前
段
で
眼
底
検
査
の
依
頼
義
務
を
否
定
し
た

上
で
、
後
段
で
A
医
師
の
知
識
の
抽
象
性
を
指
摘
し
、
従
っ
て
「
同
医
師

の
右
知
見
を
考
慮
し
て
も
前
記
〔
判
旨
前
段
の

l
l筆
者
注
〕
判
断
を
左

右
す
る
も
の
と
は
い
え
な
い
」
と
し
て
い
る
。
し
か
し
こ
れ
は
、
仮
に
A

医
師
の
知
識
が
具
体
的
な
も
の
で
あ
れ
ば
、
た
と
え
光
凝
固
法
が
有
効
な

治
療
法
と
し
て
確
立
し
て
い
な
く
て
も
、
眼
底
検
査
の
依
頼
義
務
が
発
生

す
る
余
地
が
あ
る
と
い
う
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
も
し
そ
う
な
ら
ば
賛
成
で

き
な
い
。
有
効
と
さ
れ
て
い
な
い
治
療
法
を
実
践
す
る
こ
と
は
、
法
的
責

任
の
対
象
と
な
り
得
て
も
法
的
義
務
の
対
象
と
は
な
り
得
な
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
う
で
は
な
く
て
、

A
医
師
の
知
識
が
具
体
的
で
あ
れ
ば
、
光
凝
固

法
の
有
効
な
治
療
法
と
し
て
の
確
立
の
判
断
そ
の
も
の
が
変
り
得
る
と
い

う
趣
旨
で
あ
ろ
う
か
。
し
か
し
、

A
医
師
の
知
識
と
い
う
具
体
的
な
事
情

が
治
療
法
確
立
の
判
断
の
一
資
料
と
な
り
得
る
の
な
ら
、
当
該
判
断
の
際

に
本
判
決
が
名
古
屋
地
区
の
特
別
の
事
情
を
一
切
捨
象
し
た
こ
と
と
均
衡

を
欠
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
前
段
と
後
段
と
の
関
係
に
つ
い
て
も
判
旨
は

不
分
明
で
あ
る
。

第
四
に
、
従
っ
て
本
判
決
は
、
理
解
困
難
な
事
例
的
判
断
に
止
ま
り
、

そ
の
理
論
的
な
射
程
と
い
う
も
の
が
存
在
す
る
か
は
疑
わ
し
い
。
特
別
の

知
識
を
有
す
る
行
為
者
の
注
意
義
務
の
内
容
と
い
う
論
点
に
つ
い
て
も
、

本
判
決
は
そ
の
態
度
を
保
留
し
て
い
る
。
も
っ
と
も
今
後
の
裁
判
例
に
及

ぼ
す
事
実
的
な
波
及
効
と
し
て
、
本
判
決
が
光
凝
固
法
の
医
療
水
準
に
つ

い
て
、
全
国
レ
ベ
ル
の
一
般
臨
床
医
へ
の
普
及
度
を
も
と
に
形
式
的
な
判

断
を
し
た
と
い
う
こ
と
の
持
つ
意
味
は
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
本

症
自
体
に
限
定
す
れ
ば
、
近
年
で
は
「
五

O
年
報
告
」
(
三
印
刷
③
参
照
)

以
降
に
出
生
し
た
未
熟
児
に
つ
い
て
争
わ
れ
る
判
例
も
出
始
め
(
津
地
判
昭

和
六
一
年
一
二
月
二
五
日
判
時
一
二
三
三
号
一
二
七
頁
[
昭
和
五
五
年
八
月
出

生
児
]
、
広
島
地
判
平
成
元
年
一
一
月
一
五
日
判
時
一
三
五
二
号
九
五
頁
[
昭
和

五
三
年
八
月
出
生
児
]
、
大
阪
地
判
平
成
元
年
一
一
月
二
四
日
判
時
一
三
五
二
号

九
五
頁
[
昭
和
五
六
年
五
月
出
生
児
]
な
ど
て
そ
こ
で
は
医
療
水
準
の
問
題

北法42(1・355)355
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は
も
は
や
主
要
な
争
点
と
さ
れ
て
い
な
い
。
し
か
し
光
凝
固
法
以
外
の
治

療
法
が
今
後
問
題
と
な
る
場
合
に
、
本
判
決
を
一
つ
の
参
考
に
し
て
、
形

式
的
な
判
断
が
安
易
に
な
さ
れ
か
ね
な
い
こ
と
が
懸
念
さ
れ
る
(
こ
の
意
味

で
、
前
掲
最
判
昭
和
六
三
年
一
月
一
九
日
に
お
け
る
伊
藤
裁
判
官
の
補
足
意
見

(
=
一
山
印
刷
①
②
参
照
)
が
、
医
療
水
準
を
全
国
一
律
に
判
断
す
る
こ
と
に
反
対
し

て
い
る
こ
と
は
注
目
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
。
も
っ
と
も
伊
藤
裁
判
官
も
、
当
該
事

北法42(1・356)356

案
で
は
全
国
的
な
医
療
水
準
の
未
確
立
を
も
っ
て
医
師
の
過
失
を
否
定
し
た
原
判

決
の
結
論
に
賛
成
し
て
い
る
)
。

以
上
を
要
す
る
に
、
本
判
決
は
判
断
の
各
過
程
に
お
い
て
具
体
的
な
事

情
を
考
慮
に
入
れ
る
こ
と
を
嫌
っ
た
(
こ
の
背
後
に
は
判
断
の
コ
ス
ト
を
軽
減

し
よ
う
と
す
る
姿
勢
が
、
あ
る
い
は
存
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
?
)
、
説
得
力
の
乏

し
い
判
決
で
あ
る
と
考
え
る
。

本
判
決
に
は
手
嶋
豊
助
教
授
の
分
析
(
民
商
九
九
巻
四
号
五
五
五
頁
)
、
瀬
戸

正
義
調
査
官
の
解
説
(
ジ
ュ
リ
九
二
七
号
七
七
頁
)
、
野
田
寛
教
授
の
評
釈
(
判

評
=
一
六
九
号
四
六
頁
)
が
あ
る
。
な
お
原
判
決
に
は
若
杉
芳
博
氏
の
研
究
(
愛
知

学
院
大
学
法
研
会
論
集
九
巻
一
号
二
二
三
頁
)
が
あ
る
。


